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一　

法
人
文
書
移
管
廃
棄
作
業

　

今
年
度
は
、
追
加
の
受
入
れ
依
頼
等
が
な
か
っ
た
た
め
、
例
年
に
比
し
て
少
な

い
計
三
二
一
点
と
い
う
移
管
点
数
と
な
っ
た（
表
１
）。書
架
延
長
に
換
算
す
る
と
、

棚
板
九
〇
セ
ン
チ
幅
の
標
準
的
な
書
架
で
法
人
本
部
の
業
務
組
織
分
が
約
一
五
段

　

今
年
度
の
選
別
作
業
に
お
い
て
は
、
平
成
三
一
年
四
月
の
新
研
究
科
発
足
と
い

う
日
程
を
控
え
、
特
に
関
係
す
る
部
局
担
当
者
か
ら
は
、
業
務
参
考
と
す
る
た
め

フ
ァ
イ
ル
の
保
存
期
限
を
延
長
し
た
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た
と
い
う
印
象
で

あ
る
。
何
か
新
規
案
件
が
生
じ
る
場
合
、
関
連
文
書
は
で
き
る
だ
け
手
許
に
置
い

て
お
き
た
い
と
い
う
の
は
当
然
の
感
覚
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
移
管
点
数
に
例
年

と
異
な
る
濃
淡
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
移
管
点
数
に
つ
い
て
は
、
毎
年
内
閣
府

公
文
書
管
理
課
よ
り
照
会
さ
れ
る
各
年
度
の
特
定
歴
史
公
⽂
書
等
の
保
存
及
び
利

⽤
の
状
況
調
査
に
お
い
て
、
前
年
と
の
差
異
に
関
す
る
問
合
せ
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
が
、
個
別
的
に
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の

が
現
場
の
実
情
で
あ
る
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
本
報
告
後
に
受
入
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た

い
。
財
務
・
総
務
室
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
法
人
本
部
棟
と
は
別

棟
の
学
生
プ
ラ
ザ
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
校
友
会
担
当
が
、
本
部
棟
内
総
務
グ

ル
ー
プ
の
フ
ロ
ア
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
校
友
会
分
の
書
架

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
書
庫
整
理
に
伴
う
文
書
確
認

の
依
頼
を
受
け
た
。
こ
の
作
業
に
お
い
て
は
、
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立

表１　平成30年度移管文書目録作成件数

� （平成30年12月末現在）

法人本部 232
部局等 89

計 321

と
一
六
セ
ン
チ
、
各
部
局
分
が
七
段
で
あ
り
、
合
計
約

二
〇
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
あ
る
。
公
文
書
室
が
所
管
す
る

書
架
延
長
は
、
二
〇
六
二
．
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
半
分

以
上
が
既
に
配
架
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
平
成

二
二
年
度
に
運
用
を
開
始
し
た
法
人
本
部
棟
の
公
文
書
分

室
書
架
に
つ
い
て
は
、
大
型
資
料
用
の
書
架
を
除
く
と
実

質
残
り
一
七
五
メ
ー
ト
ル
余
で
あ
り
、
今
年
度
の
よ
う
な

少
な
い
移
管
点
数
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
数
年
で
満
杯
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
の
移
管
受
入
れ
の
多
寡
は
不

確
定
で
あ
り
、
書
架
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
恒
常
的
な
課
題

で
あ
る
。
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準
備
委
員
会
関
係
フ
ァ
イ
ル
、
管
理
委
員
会
フ
ァ
イ
ル
な
ど
、
一
五
点
の
フ
ァ
イ

ル
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
教
育
室
教
育
部
教
育
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
廃
止
公

印
一
件
の
受
入
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
六
点
の
追
加
移
管
を
受
け
た
こ

と
と
な
り
、
二
〇
一
七
年
度
の
移
管
点
数
は
、
法
人
本
部
三
三
九
点
、
部
局
等

一
一
二
点
の
合
計
四
五
一
点
と
な
っ
た
。
な
お
、
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
名

称
は
、
平
成
三
〇
年
四
月
よ
り
「
平
和
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

二　

法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新

　

平
成
二
九
年
六
月
よ
り
改
修
作
業
を
開
始
し
た
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更

新
は
、
ベ
ン
ダ
ー
の
担
当
者
が
半
年
の
う
ち
に
二
人
ま
で
も
途
中
交
代
し
、
積
み

重
ね
て
き
た
は
ず
の
合
意
事
項
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、

い
く
つ
か
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
経
て
、
当
初
予
定
よ
り
約
一
カ
月
半
遅
れ
て
平
成

三
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
に
リ
リ
ー
ス
の
運
び
と
な
っ
た
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス

テ
ム
と
称
し
て
い
る
も
の
の
、
全
学
情
報
共
有
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
グ
ル
ー
プ
ウ
エ

ア
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
も
の
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
で
あ
る
。
今
回

の
改
修
は
、
最
初
の
契
約
に
記
載
さ
れ
て
い
た
機
能
が
本
体
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
重
ね
る
う
ち
に
使
用
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
実
際
に
は
使
え
な
い
場
面
が
頻

発
し
て
い
た
と
い
う
の
が
一
義
的
な
理
由
で
あ
り
、
ベ
ン
ダ
ー
側
の
申
し
出
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
体
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
伴
う
開
発
で
あ
る
た
め
、
新

規
の
費
用
負
担
は
な
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
。
現
行
の
法
人
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
二
一
年
に
本
格
稼
働
を
開
始
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
一
〇

年
近
く
歴
代
担
当
者
の
工
夫
に
よ
る
運
用
で
不
自
由
を
凌
ぎ
、
事
な
き
を
得
て
い

た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

改
修
作
業
は
、
打
合
わ
せ
だ
け
で
も
二
カ
月
に
一
度
の
定
例
会
一
〇
回
、
通
信

に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
一
八
回
を
数
え
、
そ
の
間
各
動
作
に
つ
い
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

で
の
確
認
、
実
際
の
環
境
に
近
い
テ
ス
ト
環
境
で
の
確
認
な
ど
多
く
の
時
間
を
要

し
た
。
傍
ら
、
文
書
館
に
お
け
る
通
常
業
務
で
あ
る
文
書
選
別
移
管
作
業
、
文
書

館
公
開
講
座
「
我
が
家
の
近
代
史
」
第
三
回
同
窓
会
大
会
の
運
営
に
係
る
事
務
、

外
部
評
価
報
告
書
の
資
料
作
成
及
び
編
集
作
業
、
公
文
書
管
理
研
修
報
告
書
の
編

集
発
行
、
内
部
監
査
業
務
等
を
抱
え
、
さ
ら
に
年
度
末
の
業
務
過
多
な
時
期
に
次

年
度
の
発
令
な
ど
の
人
事
関
係
、
予
算
執
行
、
出
張
報
告
な
ど
の
業
務
を
全
て
一

人
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
出
来
し
、
振
り
返
っ
て
み
て
か
な
り
過

酷
な
労
働
環
境
で
の
対
応
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
う
し
て
改
修
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
の
主
な
変
更
点
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
１

で
あ
る
。
本
来
可
能
な
は
ず
の
機
能
で
あ
っ
た
「
文
書
」
の
移
動
が
よ
う
や
く
実

現
し
た
ほ
か
、
複
製
も
し
く
は
「
引
用
」
に
よ
る
作
成
が
新
機
能
と
し
て
加
わ
っ

た
。
ま
た
、
背
表
紙
に
相
当
す
る
「
文
書
フ
ァ
イ
ル
」
の
作
成
に
お
い
て
も
複
製

が
可
能
と
な
り
、
文
書
管
理
の
更
な
る
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
更

点
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
述
べ
る
公
文
書
管
理
研
修
（
基
礎
編
）
に
お
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
受
講
者
か
ら
は
、
年
度
初
め
に
説
明
会
を
行
っ
た
方
が
よ
い
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
本
「
シ
ス
テ
ム
」
は
、
従
前
よ
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
自
前
で
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
管
理
側
の
業
務
負
担
が
少
な
く
な
い
。
カ
ス
タ
ム
ア
プ

リ
ゆ
え
の
問
題
と
は
い
え
、
今
後
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
、
開
発
す
る
際
に
は
、

こ
う
し
た
運
用
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
如
何
に
低
く
抑
え
る
か
が
、
よ
り
一
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　 法人文書管理システムの主な変更点（背表紙印刷編）　文書館　2018/8/31

文書ファイル（背表紙）の登録
・「メモ」と「保存期限満了後の措置」項目を新設しました
・複製登録ができるようになりました
・履歴表示ができるようになりました

  【文書ファイルの登録画面】    【登録後の画面】

【文書ファイルの複製】 　      【文書ファイルの履歴表示】

複
製
元
の
情
報
が
反
映
さ
れ
る
の
で
、
適
宜
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

分冊や管理替えなど，要引継情報の記載にご利用ください。
※「メモ」はホームページで公表する管理簿には表示されません。

「廃棄予定」・「移管予定」のいずれかを選択してく

ださい（わからない場合は「ーーー」のままで ）。
※作成者ができるだけ早い時期に保存期間満了後の措置を定めるという

公文書管理法第 条の規定に基づくものです。

複製 履歴表示

更新するたびに行が増えます。

登録

新たな の文書ファイル

が登録できます。

ほかにもできることが増えました！

・「法人文書ファイル管理簿」の 出力

・文書ファイルの統合

・「文書」の移動

・「文書・起案文書・原議書一覧」での「文書」の検索

・「文書」の複製登録・引用登録 など

別途操作マニュアル作成予定

図１　法人文書管理システムの主な変更点（背表紙印刷編）
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層
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
に
お
い
て
は
、
財
務
・
総
務
室
情
報

部
情
報
化
推
進
グ
ル
ー
プ
及
び
同
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
の
各
担
当
者
に

多
大
な
ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

三　

公
文
書
管
理
研
修
（
基
礎
編
）
の
開
催

　

本
研
修
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
第
三
二
条
及
び
広
島
大
学
法
人

文
書
管
理
規
則
第
二
六
条
の
規
程
に
基
づ
き
、
適
切
な
法
人
文
書
の
管
理
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。中
国
・
四
国
地
区
の
国
立
大
学
法
人
、

国
立
高
等
専
門
学
校
等
の
文
書
管
理
者
、
文
書
管
理
担
当
者
を
対
象
と
す
る
研
修

と
、
学
内
者
向
け
の
「
基
礎
編
」
を
隔
年
で
開
催
し
、
今
年
度
は
「
基
礎
編
」
を

開
催
す
る
年
に
当
た
っ
て
い
た
。
公
文
書
管
理
研
修
は
、
こ
こ
数
年
七
月
頃
に
実

施
し
て
き
た
が
、
先
に
述
べ
た
新
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
リ
リ
ー
ス
が
予
定
さ
れ

て
い
た
た
め
、
そ
の
説
明
会
を
兼
ね
る
こ
と
を
計
画
し
、
秋
に
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
平
成
二
九
年
一
二
月
に
改
正
さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
第
九　

研
修
」
に
お
い
て
、「
総
括
文
書
管
理
者
は
、

各
職
員
が
少
な
く
と
も
毎
年
度
一
回
、
研
修
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
内
閣
府
よ
り
独
立
行
政
法
人
向
け
に
も
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
が

配
付
さ
れ
、
受
講
状
況
に
つ
い
て
は
「
法
人
文
書
の
管
理
の
状
況
報
告
」
の
調
査

項
目
に
追
加
し
報
告
を
予
定
し
て
い
る
旨
の
通
知
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

年
一
回
の
研
修
受
講
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
は
、
公
文

書
管
理
の
あ
り
方
に
厳
し
い
目
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
行
政
職

員
に
対
す
る
信
用
の
失
墜
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
影
響
が
、
独
立
行
政
法

人
に
も
波
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

　
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
受
講
に
よ
り
、
公
文
書
管
理
法
の
概
要
を
効
率
よ
く
把
握

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
度
末
に
か
け
て
総
務
グ
ル
ー
プ
の
協
力

を
得
て
受
講
を
呼
び
か
け
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、配
付
を
行
っ
た
と
し
て
も
、

実
際
の
受
講
状
況
の
把
握
ま
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
に
つ
い
て
は
、
配
付
し
た
こ
と
を
以
て
受
講
と
み
な
す
運
用
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

文
書
館
は
、
平
成
二
三
年
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
以
来
、
ほ

ぼ
毎
年
研
修
を
開
催
し
て
き
た
。
平
成
二
七
年
か
ら
は
、
学
内
者
向
け
に
「
基
礎

編
」
を
設
定
し
、
階
層
に
応
じ
た
内
容
を
提
供
す
る
よ
う
工
夫
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
年
度
の
講
義
「
公
文
書
管
理
法
下
の
法
人
文
書
管
理
」
に
お
い
て
は
、

文
書
作
成
の
実
務
に
即
し
た
説
明
が
な
さ
れ
、
保
存
期
間
満
了
後
の
活
用
へ
と
接

続
す
る
文
書
管
理
を
行
っ
て
い
る
本
学
な
ら
で
は
の
内
容
は
、
他
機
関
の
研
修
に

は
な
い
特
徴
と
考
え
て
い
る
。
本
学
の
文
書
管
理
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
さ
ら
に

実
務
に
有
用
な
研
修
を
提
供
す
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

　

今
年
度
の
講
義
提
供
の
状
況
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
館
員
の
文
書
管

理
に
関
す
る
知
識
と
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
広
島
県
市
町
公
文
書
等
保
存
活

用
連
絡
協
議
会
及
び
広
島
県
立
文
書
館
が
開
催
す
る
行
政
文
書
・
古
文
書
管
理
講

習
会
等
の
研
修
会
に
参
加
し
、
非
常
勤
の
職
員
で
あ
る
事
務
補
佐
員
へ
も
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
今
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
国
立
公
文
書
館
が
主
催
す
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る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
へ
一
名
が
参
加
し
た
。

四　

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
監
査
の
実
施

　

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
内
部
監
査
は
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
監
査
と
と

も
に
監
査
室
及
び
総
務
グ
ル
ー
プ
と
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二
六
年
度
以
来
文
書

館
長
及
び
公
文
書
室
長
の
二
名
が
監
査
担
当
者
と
し
て
指
名
を
受
け
担
当
し
て
き

た
。
こ
の
体
制
は
、
監
査
室
、
総
務
グ
ル
ー
プ
と
も
少
な
く
と
も
四
名
以
上
の
複

数
名
で
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
、
少
人
数
の
た
め
例
年
参
加
不
能
な
日
程
が
生

じ
て
い
た
。
平
成
三
〇
年
度
に
つ
い
て
は
、公
文
書
室
長
一
名
で
の
対
応
な
が
ら
、

延
べ
一
一
日
、
一
八
回
に
わ
た
る
全
日
程
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
平
成
二
七
年
度
以
来
二
巡
目
の
訪
問
で
あ
っ

た
。
三
年
ぶ
り
に
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
各
業
務
組
織
は
、
特
に
法
人
本
部
と

部
局
と
の
人
口
密
度
の
差
が
よ
り
一
層
大
き
く
感
じ
ら
れ
、
空
き
空
間
を
抱
え
る

部
局
に
監
査
担
当
者
が
驚
く
と
い
う
場
面
も
見
ら
れ
た
。
新
研
究
科
の
最
前
線
と

な
る
支
援
室
に
お
い
て
は
、新
し
い
執
務
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

実
際
に
動
き
出
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い
う
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
る
と

い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
組
織
を
改
編
す
る
こ
と
が
短
期
間
に
重
な
り
、
全
体
的
に

ど
こ
と
な
く
疲
労
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
今
年
度
の
感
想
で
あ
る
。

　

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
項
目
の
一
つ
に
、
本
学
が
設
定
す
る
重
要
度
に
沿
っ

て
適
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
を
尋
ね
る
も
の
が
あ
り
、
四
段
階
が
設
定
さ
れ
て

い
る
重
要
度
の
う
ち
、
重
要
度
Ⅳ
、
Ⅲ
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
保
存
状

況
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
基
準
表
に
基
づ
く
重
要
度
と
、
文
書
管
理
に
お

開催日 研修の概要 会場 参加者数

H30.4.4 平成30年度広島大学新
採用教職員研修

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室

151名
（教員86名、
職員等65名）

H30.4.16 平成30年度広島大学新
採用職員基礎研修

「広島大学の歴史－初代学長・
森戸辰男を中心に－」
� （小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 12名

H30.5.8 平成30年度広島大学新
採用職員基礎研修

「国立大学にとっての法人文書
管理」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 12名

H30.7.25 平成30年度広島大学新
任主査研修

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 11名

H30.10.1 広島大学新採用教職員
研修（10月）

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室

76名
（教員31名，
職員等45名）

H30.11.15 平成30年度広島大学公
文書管理研修（基礎編）

「公文書管理法下の法人文書管
理」（小池聖一）、「法人文書管
理システムの新機能について」
（村上淳子）

法人本部２Ｆ
会議室 30名

表２　平成30年度における研修の実施状況
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け
る
感
覚
的
な
重
要
度
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
の
が
現

実
で
あ
る
。「
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
保
存
要
領
」
は
、
重
要
度
Ⅲ
に
お
い
て
は
無

人
時
に
施
錠
が
な
さ
れ
る
部
屋
で
鍵
の
か
か
る
鉄
庫
等
で
保
存
、
重
要
度
Ⅳ
に
お

い
て
は
、
さ
ら
に
金
庫
等
で
保
存
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
内
部
統
制
の
た

め
の
監
査
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
規
則
に
基
づ
く
運
用
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
鍵
の
か
か
る
鉄
庫
が
な
い
な
ど
の
制
約
が
存
在
す
る
こ
と
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
常
に
取
り
紛
れ
が
ち
な
文
書
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
規
則
等
を
確
認
し
、
認
識
を
新
た
に
し
て
も
ら
う
機
会
と
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
文
書
選
別
・
移
管
作
業
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
書
管
理

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
監
査
業
務
と
な
る
よ
う
務
め
た
い
。

五　

そ
の
他
の
業
務
実
績

　
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平

成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
。
以
下
、「
特
歴
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の

改
正
は
、
平
成
三
〇
年
一
月
に
改
正
案
の
た
た
き
台
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る

意
見
照
会
の
後
、
改
正
案
の
と
り
ま
と
め
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
よ
る
改
正
案

の
審
議
、
意
見
公
募
、
さ
ら
に
公
文
書
管
理
委
員
会
に
よ
る
改
正
案
の
審
議
を
経

て
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
八
日
に
改
正
が
行
わ
れ
た
。
文
書
館
か
ら
は
、
寄
贈
・

寄
託
文
書
に
関
す
る
こ
と
、
独
法
文
書
の
「
国
立
公
文
書
館
等
」
へ
の
移
管
、
様

式
の
書
式
変
更
へ
の
反
対
等
の
意
見
送
付
を
行
っ
た
。
現
実
に
は
、
法
施
行
後
五

年
後
見
直
し
に
伴
う
改
正
と
は
い
え
、
法
改
正
に
及
ぶ
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
小
改
正
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
公
文
書
管
理
課
か
ら
は
、
今
回
の

改
正
に
あ
た
っ
て
は
委
員
会
の
方
針
で
現
行
の
も
と
で
行
う
と
い
う
制
約
が
あ
り

全
て
を
取
り
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
が
、
で
き
る
だ
け
工
夫
は
し
た

い
と
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

本
改
正
に
よ
り
、
本
学
の
利
用
等
規
則
で
あ
る
「
広
島
大
学
文
書
館
特
定
歴
史

公
文
書
等
利
用
等
規
則
」
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
三
〇
年
九
月
二
五
日
付
で
規

則
改
正
を
実
施
、
一
〇
月
一
日
に
施
行
し
た
。

　

行
政
文
書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
伴
い
、「
文
書
管
理
推
進
期
間
」
を
設
定
し

学
内
通
知
を
行
っ
た
。こ
れ
は
、「
第
八　

点
検
・
監
査
及
び
管
理
状
況
の
報
告
等
」

に
お
い
て
、
一
年
に
一
回
、
例
え
ば
「
文
書
整
理
週
間
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
例

示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
を
行
う
時
期
に
併

せ
て
設
定
し
た
。
規
則
改
正
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
業
務
の
根
拠
が
な
い
と
み

な
さ
れ
周
知
等
の
手
段
が
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
以
上
の
業

務
負
担
を
増
や
さ
ず
文
書
管
理
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
、
工
夫
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
沖
縄
県
公
文
書
館
の
見
学
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
四
四
回

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
沖
縄
大
会
に
参
加
し
、
そ
の
翌
日
特

別
に
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
丁
寧
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
こ
と
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
沖
縄
県
公
文
書
館
は
、
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化

振
興
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
業
務
を
担
っ
て
い
る
。
職
員
の
方
々
の
並
々
な
ら

ぬ
奮
闘
努
力
が
館
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
沖
縄
県
の
事
業

と
し
て
公
文
書
館
が
運
営
維
持
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
公
文
書
管
理
を

展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
聴
か
れ
る
。
組
織
の
あ
り
方
は
、
そ
の

土
地
地
域
に
応
じ
た
形
で
表
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
今
一
度
日
本
の
公
文
書
館
の
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あ
り
方
に
つ
い
て
、
沖
縄
の
例
も
踏
ま
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
広
島
大
学
文
書
館
の
場
合
、
国
立
大
学
法
人
と
い
う
組
織
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
し
て
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
、
可
能
性
と
同
時
に
そ
の
限
界
も
示
す
歩
み

が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
む
ら
か
み　

じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）


